


















要約:成人病の高危険小児を把握する一つの有力な方法として家族歴の調査がある。また、

家族歴の調査から、成人病の要因としての遺伝および環境の関与の割合を推定することも

可能である。今までの成人病に関する家族歴調査研究では、高危険小児の把握に関して信

頼できる調査研究が少なく、日本ではほとんど見られない。定量的な評価が可能な調査法

がとられていないからである。そこで、定量的な評価および遺伝寄与率の推定が可能な調

査法を検討し、調査票案を提案した。 


